
苫小牧市地域防災計画修正案に寄せられた意見と市の考え方について（パブリックコメントの結果）

意見提出期間 平成 26 年 7 月 31 日 ～ 平成 26 年 8 月 29 日 （ 30 日間）

意見提出人数 １人

提出意見件数（項目） １件 （4 項目）

提出意見と市の考え方・提出意見を考慮した結果とその理由 次のとおり

項目

№

提出

人数

提出された意見

（意見提出区分 第三者利益による削除等の有無）

提出された意見に対する市の考え方

提出された意見を考慮した結果とその理由

反映区分

１ １ （原文・整理要約 有・無）

救援対策部災害ボランティア班の要請を受け、市民活動セ

ンターに災害ボランティアセンターが設置されるが、「苫小

牧災害ボランティアセンター設置・運営マニュアル」による

と、副代表に社会福祉課長と医療支援課長が入っている。そ

れは、今回の防災計画修正においては、見直しされるのか継

続か。設置・運営マニュアルも連動的に修正すべきと思う。

また、災害ボランティアセンター運営には多額の費用がか

かるが、経費はどこで負担するのか。

地域防災計画において、災害ボランティアセンター設置・運用に

関する組織の細部については、定められておらず、設置・運用マニ

ュアルの中で、具体的な組織体制を定めております。ご指摘のとお

り、市の機構改編に応じ、社会福祉協議会と協議して設置・運営マ

ニュアルについて修正を行います。

災害ボランティアセンターの運営費用につきましては、基本的に

市の負担になるものと考えております。

Ｃ

Ｅ

２ １ （原文・整理要約 有・無）

ボランティアの受け入れは、災害ボランティアセンター内

に窓口を設置して行う。※資料編 苫小牧市赤十字奉仕団組

織一覧表とあるが、奉仕団は多数あり一団体の苫小牧赤十字

奉仕団のみ特記する必要性はあるのか。

例示として苫小牧赤十字奉仕団と記載しておりますが、資料編の

「住民組織・団体等への協力要請及び連絡先一覧表」にあるように、

運用上、多方面に協力を要請するものと考えております。

Ｃ



３ １ （原文・整理要約 有・無）

平時からの環境づくり（苫小牧市社会福祉協議会）とある

が具体的にどのように行うのか

市や日本赤十字社北海道支部、苫小牧市社会福祉協議会、ボランテ

ィア団体等の果たすべき役割が記載されております。これらが連携

できるように、市が研修・意見交換等の機会を提供し、防災力を高

める必要があると考えています。

Ｄ

４ １ （原文・整理要約 有・無）

災害時要援護支援プランと今後着手される災害時の避難

行動要支援者名簿は一元的管理をして運用していただきた

い。

避難行動要支援者名簿作成は、今まで、作成された災害時要援護

支援プランの情報を含めて、災害対策基本法の改正に基づいた、新

たな名簿として一括して作成することになり、一元的に管理・運用

することになります。

Ｃ

反映区分 提出された意見の反映状況

Ａ 意見を受けて案を修正したもの

Ｂ 案と意見との趣旨が同様と考えられるもの

Ｃ 案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの

Ｄ 案に取り入れなかったもの

Ｅ 案の内容についての質問等

「原文」とは、提出者の氏名、連絡先等を除いた提出された意見そ

のものであり、整理、要約、削除等をしていないものをいいます。担

当課において、原文の備付けや閲覧による対応が必要となります。「整

理要約」とは、提出者の氏名、連絡先等を除いた提出された意見を整

理、要約、削除等をしたものをいいます。

なお、「原文」・「整理要約」のいずれの場合であっても、第三者の

利益を害するおそれがあるとき（個人のプライバシーに係る事項、企

業秘密等）や、その他正当な理由があるとき（提出意見を公にするこ

とにより公益上の支障があるとき等）は、その部分について除くこと

ができます。


